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高圧水素環境下での
高分子材料の機械特性評価技術

No.1014

高圧水素環境下では漏洩防止のためのシール等で高分子材料が多く用いられていま
す。しかし、高分子材料の高圧水素環境下での力学挙動に関して公開されたデータ
はありません。当社で導入した高圧水素ガス環境下材料試験装置を用いて、樹脂材
料に対しても精度よく応力－ひずみ関係の材料データを獲得できるようになりました。

装置仕様概略
樹脂試験の場合の追加仕様
最大荷重：５ｋN
最大ストローク：40mm
最大治具間変位計測：5mm
試験片形状：ASTM D1822 Type L

など

図 樹脂（PP）の機械特性の比較（大気中、高圧水素、窒素中）

高圧ガス中では機械特性が大気中とは大きく異なっています。降伏応力だけでなく、ヤン
グ率も異なることが分かっています。樹脂の種類によって変化する可能性があります。
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